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北満に 派 遣 され た

岡 山醫科 大 學醫療 特 技 隊 の報告 書

(
本報告 の要旨は昭和16年9月19日 岡山醫
學會通常例會に於 て發表 した ものであ る. )

岡 山 醫 科 大 學 助 教 授

和 田 直

外 學 生6名

1. 緒 言

今夏吾 々一行7名 は滿洲建設勤勞奉仕隊醫療特

技隊に參加 して些 か勤勞奉仕 を し,併 せて吾 々自

體 の心身錬 成に努 めたので茲 に其 の概略 を報告 し

や うと思ふ.

診療茲 に諸種調査 に對 して豫 め相當 の計晝 がた

て られ てゐたのであるが次に述べ る理 由か ら充分

な目的 を達す る事 が出來ず殘 念に思 つた.即 ち第

1に 當初 の計晝 で は現地奉 仕期間 は30日 以上の

豫 定で あつたが實 際には時局の關係 上現地到着後

間 もな く引上げ命 令が來て落着 かない10日 間の

奉仕にすぎなかつた事で ある.第2に は配屬先が

3箇 所 で隊員2名 が1箇 所 を受持つた關係上雜用

に追はれて しまつた事.第3の 理由は配屬先 は孰

れ も青年義 勇隊訓練所で,比 較的強壯 な青年 ばか

りが収容 されて居 り從 つて調査 の對照 としては單

調 と言ふ可 く又10月 か ら翌年の4月 まで は冬眠

状態であ るのに反 し夏期は多忙 を極め調査 を強制

し得 なかつた事であ る.尚 ほ一行の 中吉田弘君は

往路羅津で蟲垂炎 に罹患 し即 日土地 の病院で 手術

を受 けた.術 後の經過 は幸 に順調 で7月28日 退

院 し直 ちに内地 へ歸還 した.

2. 班 の編 成,日 程 竝 に配 屬 先

(イ) 班 の編成

指導教官

助教授(北 山内科)和 田 直

隊 員(6名)

班 長4學 年學生 千 坂 正

4學 年學 生 堤 健 二

4學 年學生 長 田 不 二 彦

3學 年學生 三 島 輝 章

3學 年學生 兒 玉 正 行

3學 年學 生 吉 田 弘

(ロ) 日 程

日程 の概 略 は次表 の通 りで あ る.

(ハ) 配屬先

配屬先は滿洲國北安省嫩江縣内の甲種大南山訓

練所,乙 種泥秋訓練所(以 上2箇 所は訓練 本部取

扱)竝 に圏泡訓練所(滿 洲拓殖公社取扱)で あつ

て,之 等3訓 練所 を左記 の如 く分擔した.

194



雜 報 2425

大 南 山 訓 練 所 千 坂 正
兒 玉 正 行

圏 泡 訓 練 所 堤 健 二
長 田 不 二 彦

(和 田)

泥 秋 訓 練 所 三 島 輝 章

(和 田)

この嫩江縣 は樺太 の北境界線 即 ち北緯50度 に

近 く位置 してゐ る.大 興安嶺 に近いため,低 い丘

陵が起伏 してゐるが内地で見 る樣 な山は殆 ど見 ら

れ ず(た だ泥秋近傍に2, 3あ るのみ)一 面に2, 3

尺 にも延びそろつた雜草が繁茂 してゐる.雜 草 の

中 に色 とりどりの花が綺麗 に咲いて自然の花 園の

樣である.菖 蒲,罌 粟,百 合等が咲いてゐるか と

思ふ と桔梗,月 見草の花 が開いてを り,雲 雀 が囀

つてゐるか と思ふ と秋 の蟲が鳴い て居て,春 と夏

と秋が一緒に 來 てゐ る樣 に思へ た.滯 在中の天候

と氣温は次表 の樣であ る.

昭和16年7月 中及下旬泥秋地方

氣温竝に天候

岡山地方 もこの時期 には凉 しかつた樣で あるが

昭和16年7月 中及下旬岡山市天候

竝に氣温

兎 に角 蒸 暑 い とい ふ 事 は な く室 内 に居 れ ば 晴天 の

日中 で も汗 が 浸 む 樣 な 日は な かつ た.特 に 最低 氣

温 が低 い ため 夜 は 毛 布2, 3枚 も か け ない と寒 く,

雨 の 日は 日 中で も 「ジヤ ケ ツ」 を ま とつ た 程 で あ

る.井 戸 の壁 には 氷 が丁 度「コ ンク リー ト」の樣 に
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くつ つ い て ゐ た.例 年 な らぼ快 晴 續 きで あ るそ う

で あ るが,表 にも 示 した 通 り滯 在期 間 中 雨 が よ く

降 つ て 内地 の 梅 雨 を思 はせ る樣 で あ つ た.夜 明 け

は3時,日 没 は8時 半 頃,全 く暗 くな るの は10時

頃 で あ つ て午 後9時 に消 燈 の「サ イ レン」が な るが

そ れ を過 ぎ て か ちそ ろそ ろ 「ラ ン プ」 に 火 を點 じ

る.訓 練 所 附 近 に部 落 は殆 どな く往 復 の旅 行 中 を

除 け ば滿 人 の 顔 を見 る事 は あ ま りな かつ た.

3. 訓練所あ一般状況

まづ餘談ではあ るが青年義 勇隊訓練所 といふ も

のの概 略 を述べたい.

昭 和6年 即 ち滿洲事變以後滿洲 開拓事業が創め

られ,12年 よ りは 日滿 兩 國 政 府 の重 要 國 策 の 一 と

して開拓農民の大量送 り出しが計畫 され たが,こ

の外 に昭和13年 度 か ら滿洲開拓青年義 勇隊 を組

織 して毎年30000人 程度 を送 り出す といふ企てが

立て られ たのであ る.こ の義勇隊は茨城縣内原訓

練所で約2, 3箇 月間の内地訓練 をうけて渡滿 し現

地 訓練所 に入所す る.現 地訓練 期間は基本訓練1

箇 年,實 務訓練2箇 年,計 約3箇 年 といふ事にな

つ てゐ る.基 本 訓練 とは滿 洲 の 一 般事 情 に通 せ し

め,氣 候,風 土,衣 食等 に親 ます のが 目的で あ る.

實務 訓練所 では開拓民 となるに必要な技術 を修得

させ るので あ るが,こ の實 務 訓 練 所 は 甲,乙,丙

の3種 に分 れ てゐ る.(將 來 は 甲乙丙 の 區別 を な

くす るそ うで あ る.)

甲種訓ろ所 は訓練終了後 其の訓練所地區に集團

開拓民 として定住 し,集 團開拓 農村 を組織す るも

の を,乙 種 訓練所 は2箇 年の實務 訓練終了後 開拓

民 として他地方へ移住 して開拓團を組織す可 きも

の を収容 してゐる.丙 種訓練所は訓練生 の資質に

應 じ特種 訓練 を施すの を目的 とするもので,義 勇

隊 又は開拓團の各種 の特 種技術者例へば農工品製

作 者.教 員,看 護 員等 を養成す るので ある.

昭和13年 に 渡滿 した 第1期 訓練生20000餘 名

の中,不 幸雄圖半に して殉地 したもの,其 の他兵

役,特 技訓練修學等で退出 したものを除 く17000

名は3箇 年 の猛訓練を終 了 してい よい よ待望の開

拓團に移行 す る事にな り,本年10月1日 第1囘 開

拓團移行式が盛大に擧行された事は既に新聞の報

じた通 りで ある.吾 々の配屬 され た訓練所の 中,

大 南山及 び圏泡訓練所 は甲種で,訓 練 を終 了 した

ので上述 の如 く近 々それ ぞれ訓練所地區で開拓團

に移行 する筈であ り,泥 秋訓練所 は乙種であ るの

で更に1年 間實務 訓練 をうけて他 の地域に移動 し

開拓團を組織す る事に なつてゐ る.

次に3訓 練所 の編成であるが大南 山には約230

名,圏 泡 には150名,泥 秋 には250名 の訓 練 生 が

居 り,1訓 練所 に所長以下幹部が5乃 至6名,大

南 山 と泥秋 には醫師が各1名,泥 秋に は裁縫,炊

事の指導な ど訓練 生の母代 りをす る寮母が2名 配

屬 されて 居 る.訓 練生は一般に 非常 に質實剛健で

あ る.衣 食住共極め て質素且原始 的な生活に 甘ん

じ,一 般に 考 へ る慰 安 といふ ものが 全 然 な く,而

も匪賊情報の今 日と雖も尚ほ全然な しとしない状

態 で,毎 日相當 の激勞 を繰返 し,孜 々として土に

向つて信念の鍬 を打 ちおろ してゐる姿は吾 々に大

いなる感銘 を與へずにはゐなかつた.耕 作 の餘暇

に彼等は 乘馬,銃 槍,劍 術,手 擲彈 投げ等 の稽古

を して居 り實 に 頼母 し く思 つ た.側 聞 した事 で あ

るが,前 述 の特種技能 に授 ける丙種訓練所 を志望

する者が尠 く,訓 練生達は 「掩 は立派な百姓 にな

る可 く渡滿 したのであつて特 殊技術 を修め に來た

のでない」 と言つ てゐ るそうであ る.一 面的にし

ろ彼等の決意が覗はれ て愉快に思 つた.訓 練 生は

氣が落 んで情操方面に缺 けてゐ るといふ事 を屡 々

耳 にす るが之は現 在の樣な還境に あ る彼等 に對 し

餘 り冷淡な批評 であると思 ふ.彼 等の 日課 は訓練

所 に より多少の差異 があ り又閑忙 の時期に より大

いに變更 され るのであるが,吾 々の滯在中泥秋訓

練 所 の 日課 は次 の通 りで あ る.
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日 課 表

就眠時間は8時 間で晝 食後 午睡 をす る事 になつ

てゐるが,午 睡は殆 どせず又前 にも述べた通 り午

後10時 に漸 く暗 くなつ て午前3時 には夜 が明 け

るので,一 般に訓練 生の とつてゐる睡眠時間は平

均1日6時 間程度 と思へ る.日 課表 の作業 とは殆

ど專 ら農耕 で あ る.し か し11月 か ら翌年の3月

末までは耕作不能 なので,こ の時期 に乙種農學校

程度の學科 を修め,時 には薪木 を伐 りに出かけ或

は狩獵 をす るのだ そ うであ る.四 季 を通 じての勞

働状態 の概況は次表の通 りであ る.

次 に耕 作 状 況 に つ いて 述 べ る.

この地 域 一 帶 は「トラク タ ー」で 耕す と簡 單 に耕

地と す る事 が出來,し かも地味肥沃で今後數年 問

は餘 り施肥せず に相當の成績 を擧 げ得 る見當 との

事である.耕 地は畑ばか りで水 田は計晝 され てる

るのみ.一 訓練所 の耕地 は大體200町 歩 程度 で,

作 物 は麥 類(大 ・小 ・燕 麥)・大 豆 ・粟 ・馬鈴 薯,其 の

他 生 瓜 ・西 瓜 ・「トマ ト」・菜 葉 類 な ど 内地 で普 通見

か け る殆 どすべ て が作 られ て ゐ る.吾 々 の行 つ た

時 には麥は實 に よくみのつ てゐて遠 か らず刈取 る

樣 になつてゐたが野菜類は まだ収穫 し得 る程度 に

ば至つてゐなかつた.尚 ほ以上の耕作の 外畜産 も

計晝 されて ゐるがまだ見 る可 き状態 には至つ てを

らず,例 へば大南山 訓練所では豚9頭,牛6頭,

圏泡訓練所では豚6頭,牛2頭 の程度で ある.

4. 訓練所の衛生施設

3訓 練所 には執れ も醫務室があ り,大 南 山及 び

泥秋訓練所 には現地 開業醫が1名 宛配屬 されてゐ

る.尚 ほ各訓練 所には2名 宛看 護員が居り軍 隊 の

衛生兵 の樣 な役割 を擔當 してゐる.各 醫務室 の設

備は豫想外 に充實 して居 り,顯 微鏡,血 球計算器,

腰椎 穿刺器,小 手術用具等 もあつて一般治療には

事缺 かな い.又10名 程度 の入院設備 も出來 てゐ

る.隔 離室は設 けてない.藥 品類 も必要なだ けは

準備 されて居 る.以 上 の樣で醫師の居 る訓練所で

は患者 を出來得 る限 り所内で處置す るが重病或 は

特殊 な疾病(例 へば齒科)は 最寄 りの大訓練所病院

乃至は訓練所關係の最 高醫療機關であ るハル ピン

中央醫院へ送 る.こ の外増 健訓練所 といふのが大

石橋にあつて全滿訓練所 の虚弱者或 は病後 衰弱者

を収容 して居 り又結核療養所 が内原 に設立 され る

豫定だそ うであ る.醫 師は一般 に不足勝で現地訓

練所關係の み で も現在50名 以上も缺 員 との事で

ある:

5. 衣 食住 に關 す る調 査

(イ) 衣服竝 に夜具

衣 服竝 解夜具類は大體 必要 なだけは給與 されて

居 り例 を大南 山訓練所 に とつてみる と次表 の通 り

であ る.
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大南山訓練所1年 間配給衣服類 大南山訓練所1年 間配給夜具類

(ロ) 榮 養

我 々奉仕期間中の献立 を表示 しや う.

榮 養 調 査 表
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主食は半搗米であ るが,副 食物は三食共野菜や

煮干 の浮いてゐる味噌汁の一點ば りで,時 に梅干

澤庵 の 少量 が そへ てあ る程 度 で あ る.間 食 の配 給

は全然 な し,1日 の總 「カ ロ リー」量 は 献立 表 に も

示 した通 り大 體3000以 上 といふ 計 算 に な つ て ゐ

るけれ ども動 物 性 の も のが 皆無 に近 い 事 は長 い 月

日,し か も激勞 して ゐ る若 人 の「エ ネル ギ ー」の根

源 として は頗 る不 完 全 と言 はね ば な らな い.後 に

なつ て訓練 生が 時 々河 魚 を とつ て來 た り,野 良 犬

を殺 した り して 勝 手 に食 つて ゐ るの を 知つ て成 程

と思 ひ,又 現 在現 地 の状 況 か ら見 てや む を得 な い

とも考 へ るが1人 當 り 月19圓 とい ふ 相當 の食 費

が支給 され て ゐ る ので あ るか ら大 い に檢 討 さ る可

きであ る.因 に飲 料水 に は專 ら井 戸水 を使 用 して

ゐる.井 戸 は各 訓練 所 に4箇 所 宛 あ り,孰 れ も掘

井戸で あ つ て井壁 は6角 形 に粗 合 は され た板 で 作

られ てゐ る.徑 は約2m,井 戸 の深 さ は18-22m,

水深約2m.す べ て露 天 で 汲 上 裝 置 は「ロク ロ式」

である.(「ボンプ」は冬期 に使用不能)井 戸の周圍

の地質は粘 土 と腐葉土の混合 と見 な してよ く近隣

に油田鑛 山 を見ない,晴 天に檢水 したが水 温は2

度,清 澄無臭,特 別の味 な く中性であ る.鐵 及 び

「ア ンモニア反應」 は陰性或 は痕跡に陽性 で あ つ

た.從 つて この地方 は水には惠 まれ てゐると言 ふ

事が出來 るが ただ排水 の設備 に不充分な點多 く,

この まま放置す ると早晩汚穢 され て折角 の天惠 を

臺無 しにす る事が豫想 され る.實 際鐵及び 「アン

モニア反應」 の痕跡 にしろ陽性に出たのは最 も大

切な炊事 井であつて炊事場及 びす ぐ隣にある浴場

の排水 が不完全 といふ事が 目についた.尚 ほ冬期

に於 ても各井戸は渇水す る事 はないそ うであ る.

(ハ) 住 居

3訓 練所共 に低い丘陵 の上にあ るので敷地 は通

風採 光に申 し分な く,よ く乾燥 してゐる.例 を泥

秋 訓練所 に とつて訓練所全體 及び訓練生の起居す

る寮舎の平面見取圖 を示す と次圖 の樣であ る.
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寮 舎 見 取 圖

寮 舎 は 内地 の廠 舎 を思 はせ る樣 な 構 造で あ る.

防 寒 上重 大 な意 義 を有 す る壁 は外觀 土 よ り出來 て

ゐて厚 さは平 均56mmで あ る.し か し土 壁 は 内

外 各14.5cmに す ぎず,其 の 間 は空 洞 にな つ てゐ

る.屋 根 は約20cmの 土 壁 に2.3cmの 厚 さに

野 草 とい ふ草 をお い た草 屋 根 で あ る.零 下50度

に もな り得 る土 地 で あ るか ら この壁 や 屋 根 で 充 分

な 保 温 が 出來 る とは考 へ られ な い.一 棟 の 中 に大

部 屋 竝 に小 部屋 が各6室 あ る.大 部 屋 は6(m)×

2.5(m)の 廣 さで 定 員5名,小 部 屋 は2.5(m)×2.5

(m)で 定 員2名 とな つ て ゐ る.「 オ ン ドル 」の 焚 口

が6箇 所 あ つ て各 室 の 床 は〓 式 で「ア ンペ ラ」が 敷

い て あ る.床 の 高 さは1m,天 井 は屋 根 裏 に な つ

て ゐ る.窓 は大 部 屋 に2箇,小 部 屋 に1箇 つ い て

を り,各 窓 の廣 さは幅1m,高 さ1.75mで 硝 子 及

び 障 子 の2重 窓 で あ る.

以 上 の樣 で 定 員 に對 す る廣 さ及 び通 風採 光 は ま

づ 充分 で あ るが 建 築 法 の 拙劣 な た め か,新 築 して

1年 に しか な らな い と言 ふ の に壁 や 「オ ン ドル」の

諸 所 が壞れて居 りや がて到來 する嚴 寒期 を控へ憂

慮 され る所が多い.の みな らず「オン ドル」の装置

不備 のため冬期暖房 をは じめると白煙が立ち こめ

て不衛生極 るといふ昨年の經驗 を聞いて は一入 こ

の感 を深 くす る.室 内に蠅 が頗 る多 く蚤 も居るが

蚊 はす くな く南京蟲丸な どはゐなかつた.

6. 訓練生の衛生状態

衛生状態 の調査に就 て殘念に思 つたのは内原訓

練所 入所以後,時 に應 じ檢査 した諸成績 を記入 さ

れ て をる可 き筈 の健康 「カー ド」が利用 され てを

らず,或 は保存 され てゐないため,發 育の状況や

マン トウ氏反應の成績 を追 求 し得な かつた事であ

る.

(イ) 身長 ・體重及び胸圍

訓練生の身長,體 重,胸 圍は次表 の通 りであつ

て,同 年輩の内地青年 の夫 と比較す ると相當優秀

である.
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泥 秋 訓 練 所 生 徒 身 長,體 重,胸 圍 表

(ロ) 入院患者

奉仕時各訓練所醫務室へ収容 されてゐた入院患

者 は次表の様で,殆 ど全部 は結核性胸部疾患であ

る.

(ハ) 外來 患者

一行 の滯在せ る10日 間に外來 を訪れ
,吾々の診

療 した患者 を次表 に示す.

泥 秋訓 練 所 外 來 患者

(14/VI-23/VI)(三 島)

圏 泡 訓 練 所外 來 患者

(14/VII-23/VII)(堤,長 田)

大 南 山訓 練 所 多來 患 者

(14/VIII-23/VIII)(千 坂,三 島)
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(ニ) 傳染病

傳染病 に就 て一言す るが内地 に於 ける内地 人 と

在滿邦 人の法 定傳染病罹患率 を比較す る と次 表の

通 り滿洲に於 ける罹患率が非常 に高 いので出發前

吾 々は防疫及び傳染病の治療 には全力 を傾 けて奉

仕 したい と考へてゐた.

最近10箇 年ニ於ケル法定傳染病

内滿羅患率比較

實際昨夏泥秋訓練所 で一生徒が下痢 を起 し醫 師

のゐない ままに可愛想 な一點ば りで看護 してゐた

所,其 の患者 が赤痢であつ た ため數10名 が傳染

罹患 し大恐慌 を來 した といふ事であ る.所 が幸 に

も本 年は3訓 練 所 とも1名 の傳染病患者 發生 をも

見なかつ た.し か し傳染病患者發生時 の處置其の

他一般防疫知識或 は設備が不完全 であつたので,

それぞれ私 見を述 べておいた.

(ホ) 1年 間の疾病 調査

幸に大南 山訓練所は1年 を通 じて訓練生の數 に

著 明な増減な く(泥 秋 訓練 所の如 きは新舊取 まぜ

て編成 され たものであ るので統計 はとれ ない)平

均230名 で 又醫師 が常任 されてゐて「カルテ」の整

理が出來 てゐるので之 を例にとつ て述 べ る.

疾 病 調 査 表

四季 の別は冬春夏秋の順に患者數が多い.注 目

すべ きは結膜 炎竝 に「ガス中毒」患者が冬期 に多發

してゐ る事である.之 は勿論暖房裝置の不完全に

歸因す るものであつ て將來 の建築法に一大示唆 を

與へ てゐ る.

(ヘ) マ ン トウ氏反應成績

北里研究所製2000倍 舊 「ツベルク ン液」0.1cc

を前膊屈側中央部皮 内 に注射 し48時 間後次の標

準 に 從 つ て判 定 した.
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發赤徑 自0mm
至4mm 陰 性

(

-)

自5mm
至9mm 疑陽性

(
±
)

10mm以 上陽性
(
+
)

次表 の示す通 り3訓 練所 とも陽性率は31%前

後 である.

マ ン トウ氏 反 應 成 績

(千 坂,堤,長 田,兒玉,三 島)

圏泡訓練所で行つた成績 について年齢的差異 を

見 ると次 表の樣であ る.

圏 泡 訓練 所 マ ン トウ氏 反應成 績

(長 田,堤)

又滿3年 前内原訓練所 に於 け るマン トウ氏反應

と現在の成績 を比較 し得 なのは3訓 練所の 中大南

山訓練所 のみであつたが兩者間の變動 を表示す る

と次表の樣であ る.

即ち3年 問 に約5%陽 性 に轉化 してゐる.

7. 訓 練 生 の 生 活 に對 す る希望

訓練生の希望 の有 のままを總括 して見 よう.

將來の志望

1. 農耕竝 に畜産兩方面 の 農場經營 を や りた

い.

2. 機械化 農業,畜 産等 で生産 を豊富に し完備

せ る家 を持 ち平和明朗な理想的農村 を建設

したい.

醫療 設備竝 に診療 に對 する希望

1. 訓 練 所 に は 必 ず 醫師 が ほ しい.

2. 外 科 醫 又 は外 科 に經 驗 の あ る醫 師 が ほ し

い.

3. 正 規 の學 校 教 育 を受 け た醫 師 が ほ しい.

4. 防疫 方 面 に力 を入れ て ほ しい.

5. 虚 弱者 及 び病 弱者 に は勞 働,榮 養 の 區 別 を

して ほ しい.

衣服に對す る希望

1. 防寒 衣 服 を改 良 して ほ しい.

2. 冬 の下 着 を もつ と支 給 され たい.

3. 靴類 が不 足 で あ る.特 に長 靴 を支給 して ほ

しい.

4. 夜 具が 不 足 で安 眠 出來 ない.

5. 現 在の ま まで我 慢 す る外 な か ら う.

住 居 に對 す る希 望

1. 暖 房 設 備 を改 良 してほ しい.暖 房 を して も

室 内零 下20度 に も な るの は や り切 れ ない.

冬期は 煙 が立 ち こめ て 辛棒 出來 ぬ.

2. 新 築 して1年 も たた な い の に壁 が落 ち る樣

な建 築方 法 で は仕 方 が な い.

食 餌 に對 す る希 望

1. 動 物性 食 物 が ほ しい.

2. 副食 物 が あ ま りに 單調 で あ る.1週 間 位 で

献 立 を かへ てほ しい.

3. 間食を 時 々は ほ しい.甘 い物 が い い.

4. 果 物 を時 には食 べ た い.

學 業 に對 す る希 望

1. 無味乾燥な修身,公 民講話 よ りも生 きた社

203



2434 雜 報

會 問題 を中 心 と した講 話 が 聞 きた い.

2. 農 業,畜 産 に關 し平 易 な,し か も直 ち に役

に た つ書 物 が ほ しい.

3. 平 易 な 衛生 方 面 の本 が ほ しい.

娯 樂 機 關 に對 す る希 望

1. 劍 道 や 野球 の道 具 がほ しい.

2. 雜 誌 が殆 どな い の は淋 しい.

3. 蓄 音 器,「 ラヂ オ」が ほ しい.

4. 酒 保 に似 た娯 樂 室 が ほ しい.

5. 巡廻 映畫 が年 に1度 は來 るが,も つ と度 々

來 て ほ しい.

6. 軍 隊 で見 る樣 な慰 問袋 や,慰 問 團 を熱 望 す

る.

結 婚 に對 して,ど う思 つて ゐ る か.

1. 農業 の 出來 る娘 と結 婚 したい.

2. 滿 洲 開拓 の眞義 を理 解 し,土 に親 しむ 身心

健 全 な 出來 れ ば 同 郷 の女 子 と結 婚 した い.

3. 農 村 出 身者 で 農 業 が 出來 看 護 婦 産 婆 の免 状

のあ る者 と結 婚 した い.

4. 1人 で や つ て行 か う と は 全 然思 つ て ゐ な

い.

其 の 他 の希 望

1. 武 器 を もつ と充實 して ほ しい.

2. 吾 々 の事 業 或 は 生活 に對 し 一般 の理 解 を熱

望 す る.

以上 の如 く若 き訓練生たちは現地 の訓練 生活 を

體驗 して實 に尤 な切 々の願 望 をも らした.希 望實

現 の日の早か らん事 を切望す る.

8. 結 辭

以 上で吾 々の報 告 を終つたのであるが内容 の皮

相極 る事 は恥 か しい.し か し重要國策た る開拓事

業に一瞬時 と雖 も參加 し得 た事は大 いな る欣 びで

あ る.訓 練所 の一般 に就 ては今後考慮 されねばな

らない點の存す る事は文中所 々に述 べておいた通

りであ るが,こ の大事業 は今 日尚ほ創業當初 にあ

り と言 ふ べ く又年 々急 速 度 で改 良 され つ つあ るの

で あ る か ら將來 に大 な る期待 を か けて よか らう と

思 ふ.兎 に角 炎 暑 の 日には故 郷 のせ せ らぎ を,又

嚴寒 の時期 には生家 の炬燵 を懐 しみ つつ も,あ ら

ゆ る私情 を棄 てて苦 闘 し續 けてゐる頼母 しき若人

達 の 多幸 を祈 るや 切で あ る.

(擱筆す るに 當 り吾 々一行の派遣 に對 し絶

大 なる御聲 援 と萬端の御指導 を賜 りし清水學

長 は じめ諸先生 に拜謝 し,特 に醫事實習科長

であ り指導教官の主任教授 た る北山先 生に深

甚 の謝意 を表す).
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